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要旨：ナチス占領下のプラハ、ボヘミア、モラビアのドイツ語作家をテーマにしたゼルケ著『ボ
ヘミアの村々』の解題と解説。
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１．『ボヘミアの村々』の成立と構成
　原著（Jürgen Serke: „Böhmische Dörfer　　Die Wanderungen durch eine verlassene 
literarische Landschaft“ （Paul Zsoln]ay Verlag, Wien, 1987）は480ページに及ぶ浩瀚なテクスト
であり、全体の構成としてまず序に当たる「ヨーロッパはプラハで死んだ」があり、それに続き
第一次チェコスロバキア共和国の時代における15名の作家が個別に扱われ、ボヘミア、モラビア
におけるナチス体制下の文学状況、亡命作家の亡命先での執筆、生活の様子が仔細に紹介されて
いる。そして最後に、「見捨てられた文学風景の逍遥」の副題が掲げられた最終章で32名の作家
が紹介されている。ここでも記述の中心となっているのは、1933年を境に亡命した作家がチェコ
スロバキアを脱出するまでの事情とその過程、そして亡命先での生活の詳細である。チェコスロ
バキアにおけるドイツ語作家へのナチズムと共産主義による弾圧と追放を再現したドキュメント
として読むことができよう。以上のような３部の構成によって、プラハ、ボヘミア、モラビアの
作家群、その家族、友人、恋人、支援者へのインタヴューを通してその全貌が再構成されている。
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このような形でそもそもドイツにおいてこの時代のドイツ語文学の作家、作品が紹介されたのは
はじめてのことであり、むろんチェコでもはじめてであった。
２．ユルゲン・ゼルケ氏の役割と影響
　著者ゼルケ氏の執筆方法は、『焚かれた詩人たち』（拙訳、アルファベータ社刊、Jürgen 
Serke, Die verbrannten Dichter, Weinheim und Basel, 1992（初版は1977年に刊行））における手
法と同様に、作家のたどった足跡を時代のなかで再現することが基本的な叙述の姿勢であり、こ
のことは筆者とのインタビューでも力説しているところであり、ドキュメントと写真によってこ
そ訴えることが可能となり、そのインパクトの強さのゆえにドイツ国内での反響も大きかった。
　実際に、ゼルケ氏はジャーナリストとしての持ち味を大いに発揮して、85年から87年にかけて
ボヘミア、モラビア、シレジア出身のドイツ語作家を訪ね、作家を知る家族、友人等もイギリス、
アメリカ、スイス、アルゼンチン、イスラエルに訪ねた。作家の出身地もプラハにとどまること
なく、ボヘミア各地、モラビア地方にも及び、ドイツ人の作家、チェコ系ユダヤ人の作家、ドイ
ツ系ユダヤ人の作家、チェコ人の作家など多彩な作家を含んでいるが、そのほとんどの作家が今
日のチェコ、ドイツで忘れ去られている。47名の作家を出身地別に分類してみると、プラハの出
身者が16名、プラハを除くボヘミアの出身者が17名、モラビアの出身者が10名、そのほかの３名
はウィーン等の出身者である。
　個別作家のドキュメントで仔細に語られているように、本書に登場する作家の多くがゼルケ氏
によって「忘れられた」と称される作家であり、刊行されたものの初版の部数が少なく、再版の
目途もたたないまま場合も多かった。またゼルケ氏によって原稿が発見されたが、出版の機会に
恵まれなかった、またはなかなか出版者、出版社がつかなかった作家も多くいることも特徴と
なっている。そのような未発表の原稿に出版の機会が及ぶようにすることが再発見の道であり、
その道筋をつける役割を果たしたのが本書であった。この意味でのゼルケ氏の果たした役割は計
り知れないものがあり、前著の『焚かれた詩人たち』と並んで、ドイツにおける影響と作用は、
出版界、教育界にも及んでいるのが現状である。
　ゼルケ氏自身は、「ヨーロッパはプラハで死んだ」の冒頭にも記されているように、68年の
「プラハの春」のときUPIの通信員としてプラハに滞在し、その後チェコスロバキアの作家と交
流を深め、事実上「プラハの春」以降も亡命状態にあり、八九年まで同様の状態にあった作家
（イジー･グルシャは八〇年にチェコスロバキアを離れた）の事情に精通している。
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　このようなゼルケ氏のジャーナリストとしての資料収集によって、リルケ、カフカ、ヴェル
フェルの三巨星では終わらない文学史の隙間が埋まることになり、さらには文学史の底流を支え
る群小の作家たちの活動であったことが立証されることになった。この事情をゼルケ氏は本書の
なかで西ドイツにおける過去の歴史の無理解、出版への無理解を冷厳に述べている。「本書で紹
介されている人物の名前は、フランツ・カフカの関係項目のいたるところに登場するが、西ドイ
ツでささやかなルネサンスを経験したのは、ドイツのパリ進軍のときに命を絶ったエルンスト・
ヴァイスと、ヴェルナー・ゼルナーのみであり、それもかれらの死の半世紀後のことだった。西
ドイツは、自分たちの『焚かれた詩人たち』を再発見するのに多くの時間を要した。右翼、左翼
の枠組みのなかで文学を研究して、すき好んで消耗していたので、ボヘミア出身のドイツ人作家
の質を認識するにはべつの努力が必要だったのだろう」。（S. 60）１配偶者や子孫が健在である場
合もあれば、すでに引き取り手もなく消え去った場合もあることは、戦後72年以上経ているこん
にち、歴史の風化とともに歴史の彼方に押しやられている現状を再確認する必要があるだろう。
　このような状況をいかばかりでも打開する動きとして、ゼルケ氏の収集した資料、手紙、未公
開の作品などを恒久的に展示する博物館が、エルゼ・ラスカー・シューラ―協会の肝いりでゾー
リンゲン市に2008年３月30日に誕生したことは、ゼルケの30年以上に及ぶ再発見、発掘の地道な
作業が結実したことによる。ゾーリンゲン市は、「迫害された芸術の博物館」を誕生させたこと
になり、歴史教育の一端を担う役割を負っていることも付け加えるべきだろう。
　ここでゼルケ氏のこのような広汎な文献資料の収集活動がもたらした亡命研究者との出会い、
そして詩人の再発見の例を紹介してみたいと思う。まず、亡命作家研究の泰斗ジョン・M・スパー
レク教授との出会いがあるが、ここでスパーレク氏の足跡を確認しておきたい。1928年７月28日、
ワルシャワ生まれ、ヒトラー・スターリン協定、独ソ不可侵条約のあとに、家族はまずザクセン、
そしてウッチ（Lodzポーランド）に逃げる。父親は42年に死去、母親は1944年に息子とともに
ケルンに逃げ、息子はそこで家具職人の修行を終える。終戦の年は飛行機工場、ヒトラー支配の
最後には家具職人の仕事を始める。1947年に母親が死去。父親が属していたバプティスト教会が
孤児となったスパーレクに、海外移住の準備をする機会をあたえた。21歳の1949年の夏にアメリ
カに渡り、モンタナで木こりの仕事を始め、そのあと製材業に就き新生活を始める。バプティス
ト教会から神学の勉強をはじめてはという提案を拒否して、1951年にワシントンのスポケーン
（Spokane）の近くでカレッジの勉強（スペイン語と歴史）をはじめ、かれはこの費用も自分の
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貯蓄と大学の食堂のアルバイトで賄った。ドイツ文学の勉学をはじめたスタンフォード大学で奨
学金を受給するまでは、大工をしながら授業料を稼いだ。1960年に博士号、（「ドイツの現代戯
曲における神学の問題」）、1960年代からエルンスト・トラーの作品研究にはいる。まずLAの
University of Southern Californiaで教鞭を執り、後にState University of New York at Albany
の教授として教鞭を執る。以上が、スパーレク教授のワルシャワ、ドイツ時代からアメリカの研
究生活に至る来歴であるが、全米における亡命作家を網羅する資料収集には瞠目させるものがあ
る。筆者もアルバニー校でスパーレク教授と面会した折りに、その充実した膨大なコレクション
は博捜した成果であると実感させられたものである。スパーレク教授は、ロサンジェルス、
ニューヨーク、プリンストン、ボストンなどを駆け巡り、亡命作家の足跡、残した作品、断簡零
墨の収集に努めた研究者であった。その成果は、“Deutschsprachige Exiliteratur seit 1933.”（全
５巻）という形で実を結び、現在も、ニューヨークとフランクフルトの国立図書館の亡命資料部
門を往復する日々を送り、亡命研究者に資料提供するという形で貢献している。
　このような献身的な収集作業のなかで、スパーレク教授とユルゲン・ゼルケ氏は出会うことに
なり、ほとんど知られていなかった詩人、画家ヨーゼフ・ハーンのニューヨークにおける足跡、
来歴、生活、詩作に光を当てるという地味な作業によって成果をあげたわけである。ハーンの処
女詩集『詩と五作のデッサン』（Gedichte und fünf Zeichnungen）が1987年にベルンのフランケ
書店から刊行されるきっかけをつくった。また、本書のハンス・ナトネクの項では、つぎのよう
にスパーレク教授のエピソードを伝えている。「ジョン・M・スパーレクがハンス・ナトネクのた
めにやってきたのは遅すぎたが、ニューヨーク州立大学のアルバニー校に遺稿を保存するには間
にあった。この作家が晩年になってもまだ『個人的な過去のドキュメント』とみていた原稿を、
未亡人のアネ・G・ナトネクがどうにかできるはずもなかった。彼女はすべて捨てずにまとめて
遺稿を家のガレージに入れておいた。スパーレクが訪ねたときには、すでにゴキブリが遺稿の三
分の一を食い破っており、そのなかにはほぼ50冊の日記があった。こんにちアルバニーで整理さ
れているものは、本物の宝のままである」。（S. 5）ここに亡命研究者とジャーナリストの僥倖
ともいえる出会いがもたらした成果を窺い知ることができる。ユルゲン・ゼルケ氏の人間の本質
に踏み入る直感的な洞察力には、研究者とは異にする在野の精神が息づいていると感じないわけ
にはいかない。
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３．『ボヘミアの村々』の影響史
　つぎに本書の影響史を簡単に跡づけてみたい。本書はこの種の本としては、例外的にセン
セーショナルな反響をドイツ内外に及ぼし、2002年４月にはチェコ語版（Jürgen Serke: 
Böhmische Dörfer  Putování opušténou literární krajinou, Triáda, 2001）が刊行され、その翻訳
にたいし「マグネシア・リテラ」賞があたえられ、2002年には「ブック・オブ・ザ・イアー」に
あたる賞も受賞した。出版したトリアーデ社の編集者ロベルト・クルンプハンズル氏によれば、
４人の翻訳者が本文、詩の翻訳、時代考証などを分担することによって刊行にいたったという。
そのようにして上梓されたチェコ語訳は、ゼルケ氏をして「オリジナル版よりもすばらしい本が
できた」と絶賛せしめるほどの出来ばえとなった。
　さらに本書の反響としては、2004年10月にプラハで９日間にわたって「エルゼ・ラスカー・
シューラー」協会主催のフォーラムが、ゼルケ氏が中心の一人となって開催され、ゲンシャー元
西ドイツ外相、ヴァーツラフ・ハヴェル元大統領なども参加し、30年代のチェコスロバキアにお
けるドイツ語文学、そしてドイツ、チェコのズデーテン地方をめぐる不幸だった関係について議
論が交わされた。また「ボヘミアの作家たち」をめぐっても亡命、追放の問題が討議され、カフ
カ、ヴェルフェル、リルケだけではないプラハ、ボヘミアの文学が、徐々にチェコ社会でも認知
される機縁となったと言えよう。このようにチェコ国内でも、30年代の忘れられた作家たちが遅
ればせながら再発見の道を歩んでいることは評価されてよいだろう。
　さらにこのフォーラムでは、「外交官としての亡命作家」もテーマとして設定され、カミル・ホ
フマン、ヘルマン・ウンガー、ヨハネス・ウルツディールなどが外交官として、ベルリン、ロン
ドン、ウィーンなどで亡命者の救済に尽力したことは、特筆されてよいだろう。またドイツ、
チェコのズデーテン地域をめぐる歴史認識、ドイツ人追放の問題、戦後補償の問題も俎上にの
ぼっていることは言うを俟たない。
４．プラハ、ボヘミアにおける亡命文学研究
　本書の直接的な影響作用ではないが、チェコの大学でもビロード革命以降、例えばパラツキー
大学（オロモウツ）では、インゲボルク・フィアラ‐フュルスト教授を中心にモラビアのドイツ
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語文学（モラビアで生まれたドイツ語作家、モラビアで暮らしたドイツ語作家、モラビアと何ら
かの形で関わりのあったドイツ語作家）の研究、調査が進められ、目下「モラビアにおけるドイ
ツ語文学事典」の作成プロジェクトが進行中であり、そこで扱われている作家、芸術家の数は
ヴィンダー、ヴァイス、ウンガーをはじめとして千名をこえている。このような機運のなかで、
チェコスロバキアにおけるナチス時代のドイツ文学研究が推進されており、「ハーケンクロイツ
下の文学　ボヘミア、モラビア1938－1945年」（Peter Becher, Ingborg Fiala-Fürst: Literatur 
unter dem Hakenkreuz  Böhmen und Mähren 1938-1945, 2004）が刊行されたのはその成果の
一端である。
　このようにチェコ国内にも反響を及ぼした本書であるが、ナチス侵略時代、戦後の共産主義時
代から68年の「プラハの春」にいたるソ連の侵略・占領時代、そして89年のビロード革命まで
「ボヘミアの作家たち」がたどった経過が、個々の作家、作品の内実、足跡のドキュメントを通
しておおよそみえてくるであろう。
５．ボヘミアのドイツ語文学
　「ドイツ人の占領者はこの国のユダヤ文化を破壊した。チェコ人は1945年の解放のあとにこの
国のドイツ文化を破壊した。そのあと共産主義への権力委譲とともにやってきたのは、『ボヘミ
アの終息』であり、この国が、マルクス主義の唯物論を実現しようという夢をいだいたことは、
ヨーロッパに背をむけることであった。ヨーロッパはプラハで死んだ」。（S. 5）つまりボヘミア
が、ドイツ文化、ユダヤ文化、チェコ文化の混淆のなかで成立していわたわけだが、1948年のソ
連主導の共産主義革命によってボヘミアが終焉し、その崩壊過程にあったプラハが終息したとい
うわけである。具体的には本書でも詳述されているように、「ミュンヘン会談」における裏切り、
ズデーテン地域の割譲、ナチスの侵攻という過程はチェコスロヴァキア崩壊の前史であり、戦後
における共産主義への権力移譲、ソ連の傀儡政権によって他国によるチェコスロヴァキアの支配
はつづくことになる。
　ゼルケは、「ボヘミアの村々」を以下のように定義する。「『ボヘミアの村々』 　　これは、
理解できないもの、未知のものという意味であり、ファンタジーにのみ存在しているようなもの
である。チェコスロバキアにおけるユダヤ人の没落は、この国におけるドイツ語の没落を先取り
していた。ユダヤ人はチェコ人の目からはハプスブルク君主国の支持者に数えられ、ボヘミアの
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国ではおもにドイツ語を話していた。今世紀はじめますます愛国的な傾向をつよめたチェコ人と
ズデーテンドイツ人のもとで、ユダヤ人は双方の側からみればユダヤ野郎と呼ばれる存在となり、
そのさいチェコ人はまたしてもユダヤ人とドイツ人の区別をしなかった」。（S. 7）ボヘミアに
おけるユダヤ人のドイツ文化における位置、つまりユダヤ人の運命とは、ボヘミアのドイツ人が
主体となっている限り、その没落の運命をともにするという意味であった。それはチェコ人とズ
デーテンドイツ人の間でたえず追放の対象となる存在であった。むしろ浮遊する漂流する民族と
しての位置にあったことは明らかである。また、ボヘミアを捉えがたい仮構のものとしてみる見
方は、ウルツィディールにつよく反映されているという。「ボヘミアが仮構のものとなり、『ボヘ
ミアの村』　　失われたもの、幻想的なもの同義である　　が広くひろまったときに、仮構のも
のがウルツィディールのボヘミアの詩作とともにふたたび生きた現実となった」。（S. 144）し
かも、この文学の繁栄を築いたのがユダヤ人であったことが、以下の説明で明らかとなる。
「もっぱらドイツ語だけに熟達していたわずかな人びとは、プラハやボヘミアの名前がついたス
ラヴの海にうかぶドイツの島に繋がれていた。しかし、世紀末のころのプラハの民族構成は、
たったひとつのことを明らかにした。栄耀栄華の文学はほとんど消えゆく少数民族によって書か
れたということである」。（S. 31）さらにプラハにおける少数民族の存在と文学の関りはこのよ
うに説明される。「プラハのドイツ語文学、それはおもにユダヤ人の文学であり、歴史の地盤に
もとづく言語的な境界の内側で生きており、その歴史の地盤ではチェコ語、ドイツ語、ヘブライ
語、もっとほかの言語、つまりハプスブルク君主国によるカカーニエンの言語も対等であり、言
語上の境界によって引かれていた区分は許されていなかった」。（S. 31）
　「ボヘミアは死に、プラハは死んだ。そこで生き残った者は亡命するか、亡命を強いられたか
らだ。ユダヤ人の大部分は死んだ　　ドイツ人の罪によって。チェコ人はどうだろうか。本物の
作家が排除され、執筆禁止にされ、迫害されたプラハで、作家たちは死んだユダヤ人を、死んだ
ドイツ人を自国へ連れ帰った」。（S. 66）
　以上のようにゼルケ氏はボヘミアの文学を定義し、個々の作家の作品、書簡、家族のエピソー
ドをボヘミアを背景にして織りなしたのが本書であった。
　（なお、本稿は武蔵大学人文学会誌第38巻第５号に訳載した「ボヘミアの村々　　見捨てられ
た文学風景の逍遥　　」（「ヨーロッパはプラハで死んだ」（二））の解題、解説を全面的に改稿
し、加筆したものであることをお断りしておく。）
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